
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同窓会会員の皆様方におかれましては、益々ご健勝の

こととお慶び申し上げます。 

同窓会会員並びに学校教職員の皆様方におかれまして

は、平素より同窓会の運営にご理解・ご協力を賜り誠に

ありがとうございます。 

令和４年６月に開催されました第 42 回定期総会にお

きまして、第７代臼田佳彦会長の後を受け、第８代会長

を努めさせていただくこととなりました第 53 期卒業の

酒井利夫と申します。    

同窓会の会員の中には、各界でご活躍の同窓生が多数

おられる中で、私のような若輩ではと戸惑いもあります

が、就任しましたからには、同窓会運営にあたり、「ふれ

あいと語らいの同窓会」をモットーに誠心誠意同窓会や

母校の発展のため頑張る所存です。 

何卒格別なるご支援ご協力を賜わりますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 学校法人上野塾東京実業高等学校は今年度 100周年を

迎えることが出来ました。また、姉妹（兄弟）校でもあ

ります東京高等学校に於かれましても 150周年という長

い歴史が刻まれました。これもひとえに歴代の理事長先

生、校長先生、教職員をはじめその時代に在籍しており 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 酒井 利夫（第 53期） 

 

ました諸先輩の方たちが、伝統ある上野塾の歴史を大切

に築き上げて来られた賜物だと感じております。 

令和４年 10 月１日に東京高等学校と合同で記念祝賀

会並びに記念式典が執り行われましたが、その場に同窓

会会長と言う立場で迎えられたこと大変感慨深いものを

感じることが出来ました。 

令和４年度は、第 98期の卒業生が未来に向けて巣立っ

てまいります。長い学校生活の歴史の中で、高校生活は

たった３年間ではありますが、東京実業高等学校の卒業

生であることを誇りに思って日々ご活躍されますことを

お祈りしております。 

また、若い世代の卒業生（会員）の方々に今後どのよ

うな形で同窓会・学校行事に参画をしていただくかを含

めた、いろいろな改革を目指して頑張っていく所存でご

ざいます。これからの同窓会運営に、皆様方の益々の力

強いご指導、ご協力をよろしくお願い申し上げまして、

会長就任にあたってのご挨拶に代えさせていただきます。 

（令和４年 12月 19日 記） 

 

 

 

 

令和５年３月１日 東京実業高校同窓会会報 (１) 

 

 

 

東京実業高校同窓会のホームページ 

http://www.tojitsu-dosokai.com/
 

〜ふれあいと語らいの同窓会〜京実業高校同窓会では、同窓会のネットワークを通し

て会員相互の好諠と母校の興隆を図ることを目的としております。

 
 

 

東京実業高等学校 創立 100周年記念号

http://www.tojitsu-dosokai.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長 上野 雅子 

 

 今年度も又、コロナ禍での日常生活で３年前と同様に

マスク着用、手の消毒、体温測定等細心の注意を払い、

何とも窮屈な生活を強いられてきました。３年という長

い年月は、少しずつ慢性化して人間の警戒心を薄れさせ、

このところ又徐々に感染者数が増加しており、この先も

コロナはいろいろな型に変異して居座りそうな状況です。 

 さて学校の方は、令和４年創立 100周年を迎えました

が、コロナ禍前の計画では、多くの方々をお招きし、盛

大にお祝いしようと考えておりました。それがこのよう

な長い災厄となり、規範の縮れを余儀なくされ、お招き

する御来賓の数も制限させて頂きました為、御出席頂け

ない方々も多く、大変申し訳なく思っております。 

 100 年という長い歴史の中では、様々な困難が待ち受

けていたことは、想像に難くありません。母体となった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京高等学校が、創立 150周年を迎え、両校同時に式典

及び祝賀会を 10月１日に開催致しましたが、両校の教職

員及び生徒が一堂に会したのは、実に昭和２年以来のこ

とで実に感慨深いことでありました。その東京高等学校

の礎となったのが、明治５年上野清が創設した数学塾で

した。近代国家へと変化してゆく明治時代は、紆余曲折

を経ながら創立 50年を大正 10年に迎え、その記念事業

として東京実業学校設立準備、大正 11年東京実業学校を

設置し、現在の東京実業高等学校へと発展していきまし

た。その後も関東大震災、第二次世界大戦等多くの困難

を乗り越え、昭和11年に蒲田の地に移転してから88年、

日本も大きく変化し、令和の時代には、又新たな問題を

抱えることとなりました。果てしない人間の欲望は、富

と便利さを手に入れましたが、その結果、地球温暖化、

貧富の差によるテロや戦争等全人類が、力を合せて解決

策を見出さなければならない事態となっています。多く

に先人達の力で私達が手に入れた豊かで平和な社会を、

次の世代の若者達に継がせる責任を私達は負っていると

思います。しかし今の若者達は、私達の知らない世界で

自分達の可能性を自由な発想で見い出し、又新しい世界

を作り出していくかもしれません。人類の歴史とは、苦

難を乗り越え平安を手にし、そして又新たな苦難にぶつ

かり乗り越えてゆく、この繰り返しなのかもしれません。 

（令和４年 12月 13日 記） 

 

 

 

 

 

(２) 東京実業高校同窓会会報 令和５年３月１日 

 

『東実 100年誌 ―フェニックス更なる飛躍を目指してー』より抜粋 

学校法人上野塾 理事長 上野 雅子 

巻頭の辞 

学校法人上野塾は、開塾以来令和４年を以って 150周年を迎えます。創設者上野清は、明治三大数学者の一人と言われ

新しい国作りの為には優秀な人材の育成が必要との考えから数学塾を始めました。それが現在の兄弟校である東京高等学

校の始まりです。東京高等学校は、明治５年の創立で令和４年で 150年となりますが、東京実業高校は遅れる事 50年、大

正 11 年４月に、これからの社会は実力養成の職業教育が必要との考えを基に東京中学校の併設校として東京実業学校を

創立、甲種実業学校(５ヶ年制)として文部省より認可されました。その後大正 14年東京実業学校夜間部に移行、昭和元年

鉄筋３階建校舎の落成により昭和２年に甲種実業学校の認可を受け、２年後には 103名の卒業生を世に送りました。後に

日本は、上海事件の勃発、満州事変など軍事政策に追われ、国民の生活はたちまち不景気に晒され教育界も中途退学者の

続出、入学志願者の激減と大きな節目を迎え、学校存続の為に昭和６年、財団法人上野塾を設立、学校の基礎を確固たる

ものにしたのでした。その後、西小川町の校舎の敷地の狭さもあり、東京中学、東京実業の昼夜の授業には限界があり、

より広い敷地を求めて、昭和８年大森区の多摩川近くに 5,000坪の上地を手に入れ、東京中学が昭和９年に大森区調布嶺

町に移転し現在の東京高校となりました。東実は、これを機に単独の校舎を持ち独立する事となり、現在の蒲田の地に

1,000坪の土地を入手し、昭和 11年東京実業学校として一本立ちをしたのでした。しかし日本は第二次世界大戦への道を

突き進み、この時期には多くの困難が待ち受け、生徒達もまた本来の勉強からは程遠い軍事訓練等に明け暮れる生活とな

り、日本全体が暗い世になっていきます。そのような多くの困難を乗り越えて、昭和 26年に東京実業高等学校と校名を変

え、現在に至っています。普通高校とは異なり、商業、機械、電気科と卒業後すぐに役立つ人材育成を追い求めた、上野

熊蔵の確固たる意志は現在も営々として生き続け、世に立派な人材を送り出しています。 

こうして 100年という長い歴史を繙いていきますと、大正時代から昭和にかけて経験した様々な困難を先達の方々は一

丸となって克服し、今私達の時代へと繋げてくれた、その襷をしつかりと受け継ぎ、次の時代へと渡す事の重要さを身の

引き締まる思いで感じます。 

今私達が住む世界は、今迄とは違った困難な課題を抱えています。地球温暖化は、一刻も早く解決策を見出さなければ

なりません。欲望を抑える事なく豊かさを貪り続けた、そのツケを払わなければならない窮地に陥った現代、次の世代が

平和で安心出来る世にする為にはどうすれば良いのかを思考し、これからの教育が人類の助けになるような人材育成をめ

ざし心豊かな徳のある人間を世に送り出していかなければならないという思いを深くし、この先 50 年 100 年と続く学校

であるよう努力して参る所存です。 

最後に、この 100周年記念誌編纂に多くの方々の御支援御尽力を賜りました事に深く感謝し厚く御礼申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校長 國分 達夫 
 

 昨年度の同窓会報には、新型コロナウィルス第６波の

兆候が見られる社会状況の中で、感染症防止への取組状

況を寄稿しました。あれから 1年が経過したにもかかわ

らず、年末には第８波が襲ってくるという情報がありま

す。このように閉塞感が漂うなかでも、在校生の諸君は

逞しく教育活動に取り組んでいます。 

 10 月 29、30 日には東実祭が行われました。この時期

における他校での文化祭の実施状況は、新型コロナ感染

症への対策から、校内関係者のみで実施する学校が多く、

また、模擬店などの飲食を伴う出し物を認めるところは

ほとんどありませんでした。 

 このような状況の中で、生徒で構成される東実祭実行

委員会は、「東実 100th 記憶に残る最高の文化祭」をテ

ーマに掲げ、３年前まで伝統的に行われてきた実施形態

（模擬店を出店しつつ、一般の方々の入場を認める）で

行いたいという強い要望を抱いていました。特に、３年

生は、入学以来、コロナ禍に翻弄されてきた学年であり、

多くの学校行事が変更を余儀なくされてきたこともあり、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副校長 武田 一郎 

 

“前へ、前へ、その先に向かって” 

 

日頃より本校の教育にご理解とご協力を賜り、誠にあ

りがとうございます。   

 東京実業高等学校の創立 100周年をコロナ禍ではあり

ましたが、無事に迎えることができました。 

 長引くコロナの影響は、本校の教育活動のみならず同

窓会としての取り組みも多くが縮小、または中止を余儀

なくされました。そして、これまでの常識にとらわれず

常に新しい活動様式を考えなくてはならないようになり 

 

 

学年最後の思い出を飾りたいとして、その意欲はとても

強いものがありました。 

 生徒諸君の気持ちは、痛いほど良くわかりますが、学

校という場は、まずは、生徒の健康の安全を確保するこ

とが第一です。このことから、実行委員会の要望に応え

る判断の基準は、参加者全員の健康の安全確保が担保で

きることでした。東実祭顧問団の先生方との遣り取りも、

この一点に集中して審議を尽くしました。最終的には、

生徒諸君の具体的な行動が伴った要望であることが確認

でき、先生方の、この厳しい状況を乗り越えることを通

して生徒を逞しく成長させたいという熱意が心に響き、

今回のような実施形態で行う決断をしました。 

 この決定を受けて、実行委員会は、模擬店では、調理

する際の厳しい審査や、チケット販売方法や、今回の肝

となる黙食の徹底の仕方など、多くの創意工夫を凝らし

て、精力的に取り組んでくれました。また、一般の入場

者につきましても、入場者の特定が出来るチケット制を

とり、午前と午後の入れ替え制を取り入れるなどして密

になる状況を避けて、感染症対策を徹底しました。 

今回の東実祭は、生徒と教職員の強い結束により、所

期の目的である「参加者全員の健康の安全確保」を達成

しつつ、東実祭を通して、生徒一人ひとりが、大きく逞

しく成長することが出来たと確信しています。 

 同窓会の皆さまにも、東実祭の成功に向けて、様々な

ご支援ならびにご協力を頂きましたことを厚く御礼申し

上げます。誠にありがとうございました。今後とも、宜

しくお願い致します。 

（令和４年 12月７日 記） 

 

 

 

 

 

ました。 

同窓会の皆様には、 母校支援という立場から多大な面

でご協力をいただいておりますが、今後も多くの同窓生

の皆様の知見、経験、情報、ネットワークなど様々なご

支援もいただきながら東京実業高等学校の教育の充実を

図っていきたいと考えております。 

100 周年を迎えた東実は、今年度から「フェニックス

プログラム」を導入し、大学進学という進路実現を目指

し、取り組んでおります。しかし、大学合格者数の増大

や陸上部、サッカー部または、マーチングバンド部が全

国大会に出場することで母校のブランドイメージをアッ

プさせるだけでなく、次の百年を担うより良い人材を輩

出するとともに「東実に入学してよかった」と感じる卒

業生を一人でも多く増やしていくことを目指して日々努

めてまいります。 

 母校の発展と併せて、同窓生及び同窓会の活動もます

ます充実し、発展し続けるよう常に「一歩前に踏み出す

力」を発揮していきたいと思います。 

今後もご協力をよろしくお願いいたします。 

（令和４年 12月７日 記） 

令和５年３月１日 東京実業高校同窓会会報 （３） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副校長 小畑 雅一 

 

 本校は令和 4年度に創立 100周年を迎えました。 新型 

コロナ感染症の収束が見えない中、 様々な制約はありま

すが、在校生と教職員一丸となって日々教育活動に取り

組んでいます。今回はその様子を中心にお伝え致します。 

 

１．「体育祭」を実施 

６月 27 日(月)に駒沢体育館にて全校生徒による体育

祭を実施しました。ただし三密を避けるため、全校生徒

が一堂に会することは避け、昨年度同様午前中に機械科

と電気科の生徒、午後に普通科の生徒と２回に分けての

実施とし、新型コロナ対策を万全にしての開催となりま

した。予行練習日な しでの本番でしたが、体育科の先生

方の周到な準備と生徒たちの協力により、 予想以上に盛

り上がった密度の濃い時間を過ごすことが出来ました。 

今回も在校生のみでの開催で、保護者や同窓生の皆様

のご来場はご遠慮いただきましたが、来年度こそは従来

の保護者や同窓生の皆様にもご参加いただける体育祭を

開催できればと思います。 

 

２．「東実祭」を開催 

昨年度は１日のみ限定開催とし、同窓生の皆様を含め 

た一般の方のご来場はご遠慮いただき、保護者のみが参

観できる形で開催しましたが、今年度は 10月 29日 (校

内開催)と 30日(一般公開)の土日２日間にわたり東実祭

を開催しました。ただし、今年度もコロナ感染防止を第

一に考え、同窓生を除いた保護者、友人は各２名の限定

招待制とし、また開催時間も一般公開の 30日は、午前の

部は 9 時から 11 時まで、午後の部は 13 時から 15 時ま

での入替制とし、校内での密を避ける工夫を凝らしての

開催でした。３年生が楽しみしていた模擬店についても、 

購入後の飲食スペースや 

黙食の徹底などを実行委 

員会の生徒を中心に準備 

し、大きなトラプルなく 

実施できたと思います。 

新型コロナ禍の難しい 

時期の、様々な工夫を凝 

らした東実祭の開催は、 

生徒たちにとって今後の 

活動への大きな自信にな 

ったと思います。 

 

３．在校生（クラブ) の活躍 

〇硬式野球部…秋季東京都大会予選 

・９月３日、浅草・科学技術・深川高校に 10-０で勝利 

・９月 17日、世田谷学園高校に１-７で敗戦 

〇男子サッカー部…全国選手権大会東京都本予選 

・10月 23日、準々決勝で駒沢大高に２-０で勝利 

・11月６日、準決勝で成立学園に１-２で敗戦 

東京都第３位入賞  

〇陸上競技部… 全国高校駅伝大会東京都予選 

・11月３日、男子４位に（11月 19日、関東大会に出場)

また、普通科３年生の磯野友希さんが、11 月 13 日に

福島県で開催された「第 37回東日本女子駅伝」に東京

都代表として出場し、区間２位の走りで東京都の 10回

目の優勝に大きく貢献しました。 

〇マーチングバ ンド部 

・11月 13日、関東大会に出場し「銀賞」を受賞 

 

４．創立100周年（東京高校創立150周年)

記念式典並びに記念祝賀会 
 

・記念式典 

10月１日午後に本校生徒と東京高校の生徒を「片柳ア

リーナ」に集め、来賓として同窓会関係者、 親師会関係

者をお招きして開催されました。理事長先生はじめ両校

校長の挨拶、そして両校の同窓会長よりのご祝辞、 生徒

代表の喜びの言葉と続き、最後に両校の独自企画の動画

などが上映され、厳粛な中にも楽しい式典となりました。 

・記念祝賀会 

同日夜に「セルリアンタワー東急ホテル」の宴会場で

開催され、大田区長をはじめ多くの来賓をお招きして、

盛大に開催されました。コロナ禍であることを考慮し、 

派手な演出は控え、日頃お世話なっている皆様と一緒に

創立を祝う、和やかな会となりました。 

 

５．教職員の永年勤続表彰並びに異動（敬称略） 

〇永年勤続表彰者（３名） 

勤続 30年：関根   勝(数学) 

勤続 20年：田口  結香(商業) 

北村 美佐紀(事務) 

〇教職員の異動（７名） 

新任教職員：小山  雄将(国語) 

竹高  大地(数学) 

西   玲音(英語) 

山口  汐音(理科) 

退職教職員：藤田   稔(工業) ※令和４年３月 

横田  正明(国語) ※令和５年３月予定 

山下  秀徳(体育)    〃 

 

------- 令和５年１月 31日現在 ------- 

 

 

（４） 東京実業高校同窓会会報 令和５年３月１日 

 

 



 

 

 

■ 普通科・文理コース ■ 
双方向型の授業と特別講座により全員の志望校現役合格

をめざす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文理・探究・総合コース 

科長 寺岡 しのぶ 

 

今年度は本校では、学校６日制新カリキュラムを導入

し、１年生から普通科文理コースは、探究コース・総合

コースの２つのコースとして生まれ変わりました。 

この文理コースと２つのコースは、共通の目的を持つ

コースです。①大学進学を目指して学習すること。②総

合的な探究の時間を学習しながら、自分の興味関心を知

り、文理選択について考え、自分の卒業後の適切な大学

受験を考え、志望校合格を勝ちとることが共通の目的に

なっております。 

 今年度は、Benesse社の「進路サポート」を取り入れ、

スタディサポート実力テストを４月と９月の学期の最初

に行い、現在の実力と現状を理解します。また、学期の

終わりには、実力診断テストでＧＴＺ（合格到達ゾーン）

や全国の偏差値を知り、合格可能な大学や科ごとの弱点

把握をします。 

 今年度１年生は探究・総合コース合わせて４クラスと

なり、「総合的な探究の時間」は同じ年間指導計画に基づ

いて行っています。自己理解、社会理解や職業理解、文

理選択に基づく興味関心に基づきながら学んだ内容をプ

レゼンテーションで発表してもらい思考力・判断力・表

現力を養います。今の入試改革で大学入試に求められて

いる力には上の力に加え、主体性・多様性・協働性もあ

ります。大学入試で求められる力は、社会に出ても求め

られる力になっています。 

 文理コース・探究コース・総合コースでは、基礎学力

を高めながら、高校卒業後の大学進学に向けて学びに向

かう姿勢や学び続ける力を身につけてもらいたいです。

その上で、大学受験において志望校への合格を勝ち取っ

て欲しいと考えております。 

（令和４年 12月 20日 記） 

 

フェニックスプログラム 東実独自の進路実現プログラム 

東京実業では、未来を見据えたキャリア教育である「フェニックス

プログラム」を独自開発し、生徒一人ひとりの輝ける未来を支えつ

つ「探求学習」を推進して、目的意識の高い進路実現を果たします。 

■ 普通科・ビジネスコース ■ 
資格取得を支援し、自分らしい進路実現へ 

 

 

 

 

 

 

 

ビジネスコース 

科長 田口 結香 
 

現在、普通科ビジネスコースでは 230名の生徒が在籍

し、専門性を高め、様々な検定試験（簿記・情報処理・

ビジネス文書ビジネスコミュニケーション検定・日本情

報処理検定など）に挑戦することで個人の能力を向上さ

せています。 

また、２・３年生の選択授業では、新しく「ビジネス

研究」という授業を開講し、コロナ禍で旅行産業が厳し

い状況にある中、旅行したい人と地域の課題をマッチン

グさせるにはどのようにしたらいいかなどの研究を行い、

それをプレゼンテーションにまとめ、発表しました。さ

らに、２年生の総合探究の授業では、実際の企業から企

業課題の指示書をもらい、新たな商品名や商品開発など

を２月の全国大会へ向けて現在、取り組んでいます。 

さらに、３年生の選択授業の「アプリ応用」の授業で

は、ＭＡＣＰＣを活用し、illustrator のアプリを活用

して、缶バッジのデザインを考え作成などをしました。

時代の変化とともに生徒が自ら創造し考える力を身につ

けて欲しいと考えています。 
 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月１日 東京実業高校同窓会会報  (５) 

 

  

・探究コース 
習熟度別・選択別授業と特

別講座により、志望大学へ

の現役合格を目指す 

・総合コース 
探究コースと同様のカリ

キュラムで学び、文武両道

の実践を目指す 

MACPCで作成した 
illustrator のデザインを
缶バッジにしています。 



 

 

 

■ 機械科・機械システムコース ■ 

機械の専門スキルを取得し、創造性豊かな即戦力の人材へ 

 

 

 

 

 

 

 

機械科科長 砂本 眞 

 

令和４年度より新学習指導要領の導入に伴い、機械科

機械システムコースとして生まれ変わりました。 

機械システムコースでは、これからのモノづくり人材

を育成すべく機械科教員一同邁進してまいります。 

在籍人数は 1年生 26名、２年生 38名、３生 51名、

計 115名です。 

 各クラスの担任は、次の各先生です。 

 １年生Ａ組：砂本  眞(機械) 

 ２年生Ａ組：片山 智裕(社会) 

    Ｂ組：上原 直輝(社会) 

 ３年生Ａ組：松田  稔(体育) 

    Ｂ組：羽田  雄(機械) 

資格取得に関して、小型車両系建設機械運転特別教育

講習に９名が合格しました。 

また、今年度も国家資格「第二種電気工事士」に機械

科２年生が１名、３年生が４名合格しました。 

同窓会の益々のご発展と同窓会の皆様の御多幸をお祈り

し、機械科の近況報告とさせて頂きます。 

（令和４年 12月８日 記） 

 

 

 

令和４年度第二種電気工事士合格者 

■ 電気科・電気システムコース ■ 

電気の基礎知識から資格取得まで、時代に即した技術者を育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気科科長 深川 剛 

 

今年度の新入生より、新学習指導要領に沿った新カリ

キュラムとなり、授業時間の充実を図るため週５日制か

ら週６日制となりました。また、コース名も「電気コー

ス」から「電気システムコース」に名称変更し、令和４

年度がスタートしました。 

今年度は電気システムコース 25名（女子１名）、ゲー

ムＩＴコース 29名（女子１名）の計 54名を新入生とし

て迎えることが出来ました。現在電気科は電気システム

コース 94 名、ゲームＩＴコース 122 名（11 月現在）の

合計 216名の在籍者がおり、クラス数は電気システムコ

ースの１、２学年が１クラス、３学年が２クラス、ゲー

ムＩＴコース１，３学年が１クラス、２学年が２クラス

の計８クラス体制となっております。例年出展している

「東京ゲームショウ」ですが、今年度は３年ぶりに幕張

メッセでリアル開催されました。（去年、一昨年はオンラ

イン開催）ゲームＩＴコースの３年生が制作したオリジ

ナルゲーム発表を中心に出展することが出来ました。 

同窓会報で毎年報告しております。「第二種電気工事士」

の合格者ですが、今年度は 36名の生徒が技能試験にチャ

レンジしました。終業式まで午前中は様々な学校行事が

行われたため、午後のみの講習会となりました。時間が

限られた中での練習となりましたが、見事 33名（電気科

28名、機械科５名）の生徒が合格を果たしてくれました。

技能試験合格率 91.7％となっております。「第一種電気

工事士」では 10月に筆記試験が行われ、電気科の茂木先

生、福島先生指導の下、15名（電気科 15名）が合格し、

12 月 11 日(日)に行われた技能試験を受験しました。結

果 11名が見事合格しました。電気工事士の結果中心の近

況報告となりましたが、来年度も嬉しい報告が出来ます

ように電気科一同指導して参りたいと思っております。

今後ともよろしくお願いいたします。 

 
東京ゲームショウ 2022の本校ブース 

(６) 東京実業高校同窓会会報 令和５年３月１日 

 

機械科 

CAD/CAM 

機械科 

溶接生徒作品 

・ゲームＩＴコース  

理系大学進学を目標に、ＩＴ分

野全般で活躍できる力を養う 



  

 

■ 部活動・軽音楽部 ■ 
 

 

 

 

 

 

 

 

軽音楽部顧問 小泉 佐和子 
 

私たち軽音楽部は、1976年（昭和 51）に創部し、40年

を超えて音楽を楽しむ部員と共に活動を続けています。 

今年度は 36名（３年 15名，２年５名，１年 16名）の

部員が所属しており、ボーカル、ギター、ベース、キー

ボード、ドラムのパート毎の練習やバンド練習などを重

ね、日々技術の向上を目標に活動しています。また、年

間を通してライブ活動や地域のイベントへの参加、他校

との交流ライブや音楽系大会への出場など、学校外へも

活動の幅も広げています。最近では、音響や照明などに

興味を持つ部員も増えており、ステージ技術も向上させ

ることで完成度の高いライブを目指しています。 

一昨年のコロナ禍以降、感染症対策のため練習やライ

ブが制限され、なかなか思うような活動ができない時期

もありましたが、昨年からは感染症対策を行いながら少

しずつ通常の活動ができるようになってきました。 

初代顧問として軽音楽部の立ち上げに携わった志賀由

直先生からは、創部当時はエレキギターやバンドは“不

良”のイメージが強く、周囲の先生方から反対の声も多

かったと聞いています。しかし、バンド活動を通して共

に音楽を楽しむ姿は、今も昔も変わらない軽音楽部の魅

力であり、生徒の成長の機会となっています。以前、部

員たちと部室の大掃除をしていた際に、たくさんのネガ

フィルムと共に 20 年以上前の写真やカセットテープが

見つかりました。テニスコートでライブをする東実祭の

写真、ホテルノース志賀で行われた合宿の写真などから、

現在も実施しているイベントの数々が、この頃から長年

引き継がれて軽音楽部の伝統になっていると改めて感じ

ました。伝統を引き継ぎながら新たなチャレンジを続け

る軽音楽部の活動に、今後とも応援をいただければ嬉し

く思います。 
 

 

 

■ 生徒会・活動報告 ■ 
 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会副会長 澤田 銀之助 
 

現在の生徒会執行部は、１年生８人、２年生８人計 16

人で活動しています。令和４年度の生徒会執行部の主な

実績としては、体育祭運営・東実祭運営・先生と生徒の

懇談会・校則見直しプロジェクト・クラブ合同説明会・

100 周年記念式典を行いました。現在は３年生の卒業に

向けて、三送会の企画や生徒会広報誌「蒲公英」の作成

を行っています。今年度の『体育祭』では、工業科と普

通科を午前午後に分け、感染拡大に十分注意し、生徒全

員が全力で楽しんでいました。人数は少なく感じました

が、午前午後ともに熱意が体育館中に広がり、感動しま

した。また、『東実祭』は念願の２日間での開催、及び模

擬店の出し物をすることができました。また、保護者２

名、友人２名を招待することが出来ました。ご来場して

くださった皆様のご協力のおかげで、クラスターが起き

ることもなく２日間の東実祭が無事に終了することがで

きました。準備期間も実行委員を中心に生徒一人ひとり

が準備する姿をみて感動しました。来年度もこのような

２日間で開催されることを祈っています。９月に行った

『先生と生徒の懇談会』では、クラスの代表生徒が集ま

り先生と生徒間で議論しました。生徒も先生もお互いの

考えをより深く知ることができ、これからの代議員の活

動で活かせそうな意見が沢山でました。 

昨年度から始まった 100周年記念のプロジェクト「校

則見直しプロジェクト」が今年度も行われました。先生

と生徒の懇談会から出された意見をもとに生徒自ら校則

を提案し、より良いものになるよう議論を重ねました。

これからも活動を継続し、全校生徒の皆さんが校則に対

する意識を高めてもらえれば幸いです。 

今年から始まったクラブ合同説明会では、東京実業高

校に入学を考えている受験生に向けて各部活動の代表生

徒が様々な出し物を企画して受験生にどんな部活がある

のかをよく知って頂けたと思います。そして、今年度最

も大きな行事が『100周年記念式典』です。正式には「東

京高等学校 150周年、東京実業高等学校 100周年合同記

念式典」です。東京実業高校と姉妹校の東京高校の生徒

会の皆さんと一緒に様々な出し物を作成しました。お互

いの学校の事がよく知れる良い機会になったと思います。

両校の生徒が協力し合い、交流戦などを行いました。両

校ともにこれからも歴史が途絶えることなく発展して行

くことを願っています。現在生徒会執行部は、昨年と変

わらず 16名で活動しています。今の生徒会執行部は成長

過程にありますが、これからもお互いに切磋琢磨し、よ

り良い生徒会となるように精一杯努力していきたいです。 

保護者並びに先生方からの沢山の応援のおかげで、今

私たちは活動できていると思っています。ご協力頂いた

方の期待に応えられるように東京実業高校の新たな伝統

を築き上げていこうと思います。 

令和５年３月１日 東京実業高校同窓会会報 (７) 

 



 

 

 

第 42回定期総会 
第 42 回（令和４年）定期総会は、令和４年６月４日

（土）15 時より、総勢 50 名出席のもと、プラザ・アペ

ア（蒲田）にて開催されました。 

議事に先立ち、永眠された会員並びに同窓会関係者に

黙禱が捧げられた後、臼田佳彦会長、学校法人上野塾上

野雅子理事長が挨拶され、総会の召集権のある会長が議

長となり次の５議案が議場に諮られ、いずれも全会一致

で原案通り可決承認されました。 

第１号議案 令和３年度事業報告の件 

第２号議案 令和３年度収支決算報告 

並びに監査報告の件 

第３号議案 令和４年度事業計画(案)の件 

第４号議案 令和４年度収支予算(案)の件 

第５号議案 任期満了に伴う役員改選(案)の件 

第５号議案の役員改選では、会長の臼田佳彦が退任し

顧問に就任、副会長の酒井利夫が第８代会長に就任され

ました。また、下表（改選者名簿）の５名が改選されま

したが、その他の役員は全員「重任」となりました。 

改選後の同窓会の組織体制は、10ページの「令和４年

度同窓会組織図」の通りです。 

改選者名簿 

卒期 氏  名 役職名 備考 

  現 任 改 選  

－ 武田 一郎 副 会 長 就 任 副校長 

38 川邉 國造 副 会 長 相談役  

38 池上 良信 常任幹事 退 任  

42 神野 行雄 常任幹事 退 任  

38 田所  豊 相 談 役 退 任  

議事終了後、酒井利夫が会長就任を、臼田佳彦が会長

退任の挨拶をされた後、出席された第 96・97 期（令和

２・３年度卒業）の幹事らが紹介され、各自に自己紹介

を兼ねて挨拶していただきました。 

続いて、小畑雅一副校長（副会長）より、令和３年度

東実スカラシップ（学業奨学生、資格・技能奨学生、ス

ポーツ・文化奨学生）の認定生徒数等について報告され、

２年生（現３年生）の認定式が行われました。 

認定式では、受賞者を代表して出席した２名（スポー

ツ・文化奨学生の受賞者は大会出場により欠席）に、國

分達夫校長（名誉会長）より認定証が授与されました。 

 

総会後の懇親会 
コロナ禍により２年間（第 40・41回）中止となった総

会後の懇親会は、総勢 47名の出席のもと、盛大に開催さ

れました。 

開宴に先立ち、酒井利夫会長、國分達夫校長（名誉会

長）の挨拶の後、ご来賓の東京高校同窓会会長三枝香容

子様よりご祝辞をいただきました。 

続いて、小畑雅一副校長（副会長）に学校の近況報告

をしていただいた後、武田一郎副校長（副会長）に乾杯 

 

の音頭をとっていただき開宴となりました。 

出席者は、89歳（第 26期・1951年卒）から 19歳（第

97期・2022年卒）にわたる 70歳差のＯＢ・ＯＧが一堂

に会して交流するという同窓会ならではの楽しいひと

時を過ごし、最後に全員で校歌を斉唱して閉会となりま

した。（総務部） 

 

 

 
 

顧問（前会長） 臼田 佳彦（第 42期） 

 

令和４年６月４日（土）開催された「第 42回定期総会」

において会長を退任して顧問に就任することとなりまし

た。同窓会長として平成 28 年度から令和３年度までの

３期６年間務めさせていただきました。 

この間、上野雅子理事長並びに母校教職員、同窓会役

員はじめ多くの会員の方々の温かいご指導とご支援をい

ただきながら無事退任の日を迎えることができました。 

在任中は、幅広い年齢層にわたる会員の方々に同窓会

行事等に参加していただき親睦を図ってもらうための組

織力の強化、生徒数の減少に伴う会費収入減に対する寄

付金募集の推進、当会の事業活動に関する事項のマニュ

アル化などを重点施策として取り組んでまいりました。 

しかし、一つ心残りに思うのは、３期目の２年間にお

いてコロナ禍の影響により恒例行事となっていた新年会

と懇親旅行をやむを得ず中止したことです。 

今年母校は創立 100周年を迎え、10月に記念式典・祝

賀会が開催されます。同窓会長として６年間にわたって

深く母校に関わり、この記念すべき節目の年を迎えるこ

とが出来て大変光栄に存じております。 

当会は今年度から、酒井利夫会長をリーダーとした新

組織体制のもとで、100 年の歴史と実績を誇る母校の隆

盛とともに同窓会としての役割を果たしつつ、新しい時

代に応えた組織として歩み続け、母校と同窓会の発展に

寄与されて行かれることと思います。 

私も引き続き顧問として酒井利夫会長を補佐しなが

ら当会の運営に尽力していく所存ですので、変わらぬご

指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

最後に、これまでにお世話になりました皆様に心より

感謝申しあげますとともに、皆様のご健康と母校並びに

同窓会のますますの繁栄を祈念申し上げます。 

令和４年７月 25日 

(８) 東京実業高校同窓会会報 令和５年３月１日 

 

 



 

 

令和３年度 収支決算報告（第２号議案） 

（令和３年４月１日～令和４年３月31日まで、単位：円） 

 

収  入  の  部 支  出  の  部 

科  目 予 算 決 算 科  目 予 算 決 算 

前年度繰越金 3,988,868 3,988,868 事務消耗品費 210,000 170,169 

入会金 2,700,000 2,660,000 通信連絡費 120,000 141,827 

寄付金 100,000 70,000 ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ管理費 170,000 169,158 

広告費 40,000 10,000 印刷費 70,000 63,470 

総会会費 120,000 0 会議費 290,000 193,900 

旅行会費 300,000 0 総会助成費 320,000 38,830 

新年会会費 300,000 0 総会会費 200,000 0 

東実祭 200,000 0 旅行助成費 100,000 0 

受取利息 132 24 旅行会費 300,000 0 

雑収入 220,000 30,000 新年会助成金 200,000 0 

(総会) 80,000 10,000 新年会会費 420,000 0 

(旅行) 0 0 東実祭助成費 70,000 0 

(新年会) 120,000 0 東実祭費 220,000 0 

(拡大幹事会) 20,000 20,000 会報発行費 670,000 644,393 

(その他) 0 0 慶弔費 200,000 130,000 

会議会費 50,000 48,000 卒業記念品費 300,000 258,610 

(拡大幹事会) 50,000 48,000 積立金 500,000 0 

(その他) 0 0 交通費 20,000 20,000 

   予備費 100,000 121,610 

   雑費 3,000 550 

   奨学金 500,000 500,000 

   次年度繰越金 3,036,000 4,354,375 

   (普通預金) 2,936,000 3,969,704 

   (現金) 100,000 384,671 

収入合計 8,019,000 6,806,892 支出合計 8,019,000 6,806,892 

 

■積立金等次年度繰越金内訳(別途会計) 

金融機関名 前年度残高 増 減 利 息 本年度残高 備 考 

定期預金（みずほ） 16,826,499 0 270 16,826,769 定期預金 

定期預金（三菱ＵＦＪ） 10,120,688 0 172 10,120,860 定期預金 

合  計 26,947,187 0 442 26,947,629   
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令和４年度事業計画（第３号議案） 
■ 総務部（定期総会及び庶務一般等に関する事業） 
1.  第42回（令和４年）定期総会並びに懇親会の開催 
(1) 定期総会 

・日時：令和４年６月４日(土) 14時～ 
・場所：プラザ・アペア 

(2) 懇親会 
   ・定期総会終了後、隣接会場にて開催 
   ・参加費：3,000円（卒業後５年以内の会員は無料招待） 
2.  拡大幹事会の開催 

・日時：令和４年 11月 18日(金) 18時～ 
・場所：プラザ・アペア 
・会費：3,000円 

3.  庶務一般関係  
(1) 会員名簿の整理及び作成 
(2) 会員の同窓会事業への参加促進活動 
(3) 卒業記念アルバムの管理 
(4) その他 

1) 常任幹事会等の開催 
2) 当該年度卒業同窓会幹事会の開催 
3) 学校行事への出席 

■ 事業部（年間行事等に関する事業） 
1.  第39回 懇親旅行の実施 
９月下旬～10月中旬 １泊２日の国内旅行を計画 
※新型コロナウイルス感染症など諸般の事情を鑑み実施の
有無を決定 

2.  東実祭への参加 
・日時：令和４年 10月 29日(土)・30日(日) 
・催し：同窓会の部屋の設営、校章入りドラ焼き販売など 

3. 令和５年新年会の開催 
・日時：令和５年１月 28日(土) 17時 30分～ 
・場所：崎陽軒本店（横浜） 
・会費：8,500円～9,500円（卒業後３年以内の会員は 

無料招待） 
■ 広報部（会報誌の発行、ホームページの運用管理 

及び広報活動等に関する事業） 
1.  会報誌関係 

(1) 東実同窓会報 34号の編集及び出版 
  ※100周年記念号（カラーＡ４・両面・20ページ） 
(2) 頒布（配付・送付） 

2.  ホームページ関係 
(1) 随時更新及び運用管理 
(2) 年間行事等の情報提供及び参加者の募集 
(3) 会員からの各種変更届等の対応 

3.  広報活動 
(1) 会報誌の広告掲載企業の募集 
(2) ホームページのバナー広告企業の募集 

■ 会計部（予算・決算及び寄付・協賛・贈呈等に関する事業） 
1.  予算・決算関係 

(1) 現預金の出納業務 
(2) 当該年度の予算管理及び収支決算書の作成 
(3) 次年度予算の集計及び予算書の作成 

2.  寄付・協賛・贈呈関係 
(1) 卒業生への卒業記念品贈呈 
(2) スカラシップ（奨学金）への寄付 
(3) 部活へのお祝い金贈呈 
(4) 役員会で承認可決された慶弔金・寄付金等 
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◆印は部会責任者です。

名誉会長(校長)

國 分 達 夫

会　　　　長

酒 井 利 夫

副　会　長 会 計 監 査 相　談　役

小畑 雅一(副校長) 本 田 位 公子 木 村 恭 久 箕 輪 弘数

顧　　　問

武田 一郎(副校長) 黒 田 芳 彦 白 銀 正 明 浅 賀 英雄

井 上 ひ と み 臼 田 佳 彦 天 野 昇

名 取 正 人 上 野 毅 川 邉 國造

深 谷 和 弘 知 念 義 裕 滝 口 房枝

（行事関連など） （総会関連など） 村 山 隆 書　　記

山 田 慎 井 上 昭

瀬 川 千尋

飯 塚 方子

常任幹事（所属部会） 校内幹事 46 原 田 忠彦

事　業　部 総　務　部 幹 事 長

◆名 取副 会長 ◆山田副会長 副幹事長 （2名）

斎 藤 正 千 代 関 根 秀 夫 深 川 剛

伊 藤 英 明 秋 本 宏 幹      事

高 柳 直 生 羽 田 克 萌 中 村 大

加 藤 知 樹 本 荘 和 音 小 島 健 市

砂 本 眞

高 山 峻 一 ・校内幹事は東京実業高等学校卒業の「現職
教職員」です。宮 崎 颯 眞 事　務　局

広　報　部 会　計　部 児 島 大 祐

（会報・広報など） （会計管理など） 清 水 博 信

◆深 谷副 会長 ◆井上副会長

長 瀬 隆 史 小 林 由 加里

米 倉 美 鈴 ・書記2名は、会長または議長の指名により
出席者の中から選出します。

・氏名の前の数字は、「卒業年度」です。

令和４年度 同窓会組織図
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ふれあいと語らいの同窓会 

 

第 43回(令和５年) 

定期総会開催のお知らせ 
 

第43 回（令和５年）の定期総会を下記

の要領で開催いたします。 

記 

日時：令和５年６月３日（土） 

   15 時00 分～18 時00 分 

場所：プラザ・アペア（蒲田駅南口） 

 

総会終了後、会費 3,000 円で懇親会を

開催いたします。会費は、卒業後３年以内

〔令和３年３月卒業（第96 期）～令和５

年３月卒業（第98 期）〕の会員は、招待

となりますので会費は無料です。 

クラス会・同期会を兼ねての参加も歓迎

ですので、各期卒業のクラス幹事の方々、

クラスメートの皆さんをお誘い合わせの

うえ是非ご参加ください。 

以上 

（総務部） 



 

 

 

令和４年度（第 98期）同窓会幹事会 
令和４年 12 月９日(金)12 時より、母校会議室におい

て、校長・副校長・学年主任・クラス担任の先生方と各

クラスからそれぞれ選任された「令和４年度（第 98期）

同窓会幹事（18名）」に出席いただき、同窓会活動の紹

介、同窓会役員と新幹事の紹介を兼ねて交歓会を開催し

ました。同窓会幹事は、主にクラスメートを代表して、

同窓会の広報活動や行事等の参加促進などをしていただ

くため、毎年各科・コースの各クラスから２名を選出し

ております。今年度の同窓会幹事および担任の先生は次

の通りです。 

（総務部） 

令和４年度(第 98期) 同窓会幹事 

クラス 担 任 幹    事 

機械Ａ 松田   稔 ◎岩淵  大典  宮崎   明 

機械Ｂ 羽田   雄  弦間  拓実  宇山   龍星 

電気Ａ 関根   勝  西原  結真  中里  丈侑 

電気B 清水  博信  石川  雄斗  早坂   陸 

電気 ITＡ 小谷   司  飯塚  祐太  髙野  佑太 

普通Ａ 毛塚  卓夫 〇上久保 美優 片山  夏穂 

普通Ｂ 鈴木 七生希  紙漉 優理恵  佐伯   昴哉 

普通Ｃ 田口  結香 福壽 みちる 平田  佳彦 

普通Ｄ 小泉 佐和子  京谷  颯太 〇沖       心 

・学年主任は、湯尻英明先生です。 

・◎印は代表幹事（〇印は副代表幹事です。 

 

令和４年度(第 98期) 同窓会幹事 

 

令和４年 拡大幹事会 
令和４年拡大幹事会は、11月 18日(金)、18時よりプ

ラザ・アペアにおいて、15名（学校関係者６名、同窓会

役員９名）出席のもと開催されました。 

酒井会長、國分校長の挨拶に続いて、小畑副校長より

卒業生（第 97期）と新入生（第 100期）の生徒数、教職

員の異動、在校生の活躍（東実スカラシップ表彰生徒・

学校行事・クラブ活動）、創立 100周年記念式典並びに祝

賀会の報告など母校の近況報告があった後、各部会（総

務・事業・広報・会計）の実施済事業報告と年度内実施

予定の事業について説明があり、会議は滞りなく終了い

たしました。 

 

 会議に次いで、上野理事長より東実の 100年の歩みや

当会が創立 100周年記念にお祝い金を贈ったことに対し

て感謝の言葉など述べられ後、武田副校長に乾杯の音頭

をとっていただいて懇親会を開催いたしました。 

相互の情報交換等を通じて、更なる協力・連携体制の

強化を図ることができました。 

（総務部） 

 
拡大幹事会（2022.11.19 於：プラザ・アペア） 

 

令和４年度 東実祭 

令和４年度の東実祭は、10月 29日(土)～30日(日)の

２日間、新型コロナ感染対策と生徒や来場の関係者の健

康と安全確保に万全を期して、従来通りの形態で開催さ

れました。 

今年は母校創立 100 周年であり「東実 100th～記憶に

残る最高の文化祭～」のテーマのもと生徒たちのいきい

きとした姿を拝見して大変嬉しく思いました。同窓会は

２日目の 30日(日)１日のみの参加となりましたが、コロ

ナ前と同様に同窓会の部屋を設けて歴代の卒業記念アル

バムの公開や会員の作品展示などを行い、校庭テントに

て“校章入りドラ焼き”の販売を行いました。 

（事業部） 

 同窓会の部屋 

 ドラ焼き販売 

主な行事報告

令和５年３月１日 東京実業高校同窓会会報  (11) 

 



 

 

第 39回 懇親旅行 

 第 39 回懇親旅行は、昨年９月下旬～10 月中旬に１泊

２日の旅行を企画しておりましたが、新型コロナウイル

ス感染症予防及び参加者の健康と安全を最優先に考え、

止むを得ず中止することと致しました。 

 楽しみにしている会員もおられる中、昨年に続いて中

止となり大変残念です…。 

次年度はコロナ禍が収束に向かい開催できますよう願

うとともに、開催の際には万障お繰り合わせの上ご参加

いただきたくお願い申し上げます。 

（事業部） 

 

令和５年 新年会 

令和５年新年会は、1月 28日(土)横浜崎陽軒本店にお

いて開催を予定しておりましたが、昨年 10月から増加傾

向が続いている新型コロナウイルス第８波の感染拡大状

況と、会員の皆様及び学校関係者の健康・安全面を第一

に考慮し、開催を中止いたしました。 

コロナ禍の影響によるとはいえ、３年間にわたっての

中止は、誠に残念で新年会を心待ちにしてくださってい

た方々には、大変申し訳なく思っております。 

来年、新型コロナウイルスが収束しましたら盛大に開

催したいと考えております。是非ご出席くださいますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

（事業部） 

 

 

 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

寄付者（敬称略・卒期順） 
：令和４年２月１日～令和５年１月 31日 

No. 卒 期 氏  名 寄付金 

1 第 23期 宮島 昭五郎 10,000円 

2 第 29期 箕輪  弘数 10,000円 

3 第 34期 本田 位公子 10,000円 

4 第 37期 白銀  正明 10,000円 

5 第 38期 川邉  國造 10,000円 

6 第 40期 小川   隆 10,000円 

7 第 41期 田口   清 10,000円 

8 第 42期 臼田  佳彦 10,000円 

9 第 64期 清水  誠三 10,000円 

10 第 69期 名取  正人 10,000円 

11 企業 ㈱東京セントラル 10,000円 

寄付者数 11名 合計金額 110,000円 

 

貴重なご寄付をお寄せくださいました皆様方に厚くお

礼申し上げます。 

皆様からいただいた寄付金は、同窓会や母校のために

有意義に活用させていただきます。 

会長 酒井 利夫 

 

本会報誌について 

○頒布（配付・送付） 

本会報誌は、発行年度の卒業生には直接配付し、卒

業されてから３年までの会員、同窓会役員、行事出席

者、寄稿者および広告掲載企業様等には、４月下旬に

送付しております。また、定期総会や新年会開催の際

に受付にて希望される方に配付しております。在庫部

数に限りがありますが、クラス会・同期会等の開催の

際に必要な方は、事務局にご連絡いただければ差し上

げますので、ご遠慮なくお申込みください。 

○写真及び随筆文等の募集 

皆様からの在校中の思い出やクラス会・同期会・近

況報告などに関する写真や随筆・紀行文などを募集し

ております。文字数は最大 1100 字までとし、写真の

挿入（ただし、1枚）がある場合は 800字までとしま

す。なお、投稿文は編集において編集担当者の判断に

より、加除させていただくこともありますので、ご了

承ください。また、原則として投稿者の顔写真を掲載

させていただきますので、ご承諾のうえご提供くださ

いますようお願いいたします。ご提供いただいた写真

は、使用後返却いたします。 

○バックナンバーの閲覧 

本誌のバックナンバー(創刊号～本号)は、同窓会ホ

ームページで閲覧できます。是非ご覧になってくださ

い。 

 

　　　（　）内の数字は女子会員

総　数 商業系 工業系 普通系
総　数 37,912 14,265 17,918 5,729

うち女子 (3,672) (2,612) (19) (1,041)

 昼間部（同窓会） 総　数 33,686 11,910 16,047 5,729

 （大15～令4）97期 うち女子 (3,440) (2,382) (17) (1,041)

 夜間部（蛍窓会） 総　数 3,586 2,223 1,363

 （昭 4～昭52）49回 うち女子 (228) (228) (0)

 専門学校（五葉会） 総　数 640 132 508

 （昭35～昭48）14回 うち女子 (4) (2) (2)

機械科

電気 ＩＴ ビジネス 文理

合計 266 0 61 42 26 116 21

男子 239 0 59 42 26 98 14

女子 27 0 2 0 0 18 7

東京実業高校同窓会会員総数
第97期（令和4年3月）卒業生まで

電気科
　第97期
　卒業者数

商業系

工業系
普通系

会　員　数
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副会長 

名取 正人（第 69期） 

 

令和４年 10月１日、日本工学院蒲田キャンパス片柳ア

リーナにおいて、我が東京実業高等学校の創立 100周年

と姉妹校の東京高等学校創立 150周年記念式典が合同で

行われ、同日夕刻にセルリアンタワー東急ホテルの地下

２階ボールルームで、レセプションパーティーが行われ

ました。 

記念式典では両校の歩みを振り返る内容や、現役生と

共に両校合同で会場を盛り上げる趣向が披露され、マー

チングバンドの演奏や、交流会の模様が上映されるなど、

盛り沢山の内容で、「痛く感動した」という声がそこかし

こに聞かれました。 

 レセプションパーティーでは、歴代の同窓生が集まり、

理事長挨拶から始まって、来賓の姉妹校である学校法人

南光学園東北高校校長五十嵐征彦様の祝辞などもあって、

大変な盛況でした。豪華な食事に舌鼓を打ち、歓談を楽

しんで、会は大成功のうちに幕を閉じました。 

 

■ 姉妹校 ■ 

       
上野塾         南光学園 

東京高等学校      東北高等学校 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100 周年を迎えた今。昔のように、みんなで互いに忌

憚のない意見を言い合えるような、そんな高校であって

ほしいと、切に願っています。 

高校生を始め、その年代の長所は、いい意味で怖いも

の知らず、という所です。恐れを知らず、なんにでも挑

戦し続けて、新しい発見というご褒美が得られることで

す。私も交換留学後に生徒会に入り、そこでも新しい仲

間ができました。本当に私はこの高校に、沢山の贈り物

を頂きました。今ではこの東京実業高校も大きく変化を

遂げ、更に素晴らしい学校になったと、大きな喜びを感

じています。 

良い人間関係というものは、人生を通じての一生の宝

であり、それはどんな人にも共通して言えることです。

人生において健康の次に大切と言われるその宝物を与え

てくれた母校に心から感謝し、その 100周年を衷心より

祝いたいと思いました。 

短い人生という旅路において、高校時代というものは、

ほんの一瞬のことで、その時代に経験した全てのことは、

後々、人生の分岐点で役に立っているように思えます。 

 かけがえのない青春を共に過ごした仲間達と束の間の

再会のときを楽しむことができて、本当に懐かしく、高

校時代の友は一生の友、と仰っていた恩師の言葉を思い

出しました。 

（令和４年 12月 15 記） 
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記念式典（片柳アリーナ） 

 
      校歌演奏                   祝賀会（セルリアンタワー東急ホテル） 

南光学園 東北高等学校（初代校長五十嵐豊吉先生）は、明治 27年に東京数

学院宮城分院（後に仙台数学院に改称）という一私塾としてうぶ声をあげ、以

来、約 130 年におよぶ歴史を刻んで今日に及んでいます。仙台数学院の創設

者は上野清・五十嵐豊吉・大松沢実政の三氏ですが、上野清先生は当時、東京

数学院（現在学校法人上野塾東京高等学校・東京実業高等学校）を経営する著

名な数学者で、宮城黒川郡出身の大松沢先生と、山形県酒田市出身の五十嵐先

生は共に東京数学院に学んだ上野先生の門弟にあたります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元副校長 北井 邦寿 

 

 東京実業高校第３・５代校長上野熊蔵先生は語る。 

 「実際にそくした真に役立つ商工技術者の養成のため

に何かを作るべきだ」 

  それから 40年。昭和 37年 12月 15日東実タイムズ第

20号で「本校の歴史はまさにわが国産業教育の歴史その

ものであると確信している」と語っている。 

 また同号では、上野幸一校長が「四十年を想う―楽し

い苦しみ―」の中で、「方円の校章が象徴する無限の「方」

の積み重ねは事実を中心として無限の円の広がりとなる。

東実の前進には限度はない。地味に地道にしっかりと大

地に足を踏んまえた東実こそわれわれの理想だ。さあ、

諸君出発だ。また、次の苦しみのために。」と語る。 

 1964年４月より、事務員として東実に勤務。事務長鷹

野宗太郎先生から声をかけていただいた。字の書き方に

ついて、厳しく指導された。職員の給与表は手書きであ

る。特に数字「１」「６」「９」は正確に書くことが要求

された。1964 年５月新体育館兼講堂落成式が行われた。

10月東京オリンピック開会。以後６年間東実にお世話に

なり、大學卒業を機に他高校へ教員として赴いた。 

 そして 1975年、東実に再び着任。総合高校として大学

進学を目的とした普通科設置のため尽力して欲しいとい

う当時副校長であった井上稔先生からの話があった。短

才な私に話を頂いたことに感動し、即答した。1976年４

月普通科１回生 38名を迎えた。初代普通科科長大平禮五

郎先生。「これからの東実のために風穴を開ける。一緒に

努力しよう」。現在、新潟県長岡市に眠る。田中留雄先生

（地理に詳しい）。大岩守郎先生（授業の声は廊下に響き

渡る）。菊池克己先生（地道な努力を怠らない）。工藤都

志男先生（明るく、人に励ましの声をかける）。 

  そして、同窓会の人々にも大変お世話になった。創立

八十周年史（写真集「日々生き生きと」）作成の許可を上

野毅校長先生から頂き、取りかかったが、東実の過去の

資料が乏しかった。当時の同窓会本田位公子会長に相談

した。快く受諾していただき、多くの同窓生の紹介を受

けた。資料、文章を依頼した。発見は、いろいろあった。

校歌の作詞者が第一回卒業アルバムの写真の半田良平先

生であることが判明。戦前「国民文学」の同人として日

本短歌の一翼を担った人であった。 

 1950 年４月 21 日創刊、東実職員への会報「じほう」。

1954年「東実学報」、創立 30周年事業として「女子商業 

 

科」新設記事。上野塾創立者上野清先生の「東京日日新

聞、朝野新聞（明治時代初期）」への 31回の投稿文。戦

争で焼失した東実校舎の再建決議録（昭和 22 年７月１

日）等々であった。 

 西暦 2000年に入った。教務部長の任に就き、自由選択

授業が行われた。大學並みに講座を設定し、選択は生徒

自身が行う。私は小論文の教科で機械科、電気科、ビジ

ネスコース、文理コースと 50名ほどの生徒を担当した。

月２～３回ほど 800字の字数で提出してもらった。添削

して戻した時の生徒の顔がいい。 

  卒業式、入学式の司会は教務部長の任である。花粉症

が激しかったが、集中力を途切らせないよう、入念な準

備を怠らなかった。 

  普通科長、学年主任、担任を行ったが、図書室長を 20

年ばかり、兼務した。最初は図書の貸し出し、返却、在

庫冊数の確認は全て手作業で行ったが、井上稔校長にパ

ソコンで処理できるよう、お願いした。快く了承してい

ただいた。退職まで図書室の管理を行いたいと思い、蒲

田図書館と連携し、生徒、保護者ばかりでなく、一般の

人にも利用していただくという、構想を自身の中で描い

ていた。 

 教員としてもっとも感動したことは、大學合格を目指

し、生徒と何度も話し合い、放課後は補習、夏休み直前

は、勉強中心の学習合宿を一週間、苦労しながら、合格

の知らせの一報を受けたとき、生徒と一緒に涙したこと。 

 仕事で楽しかったことは、学校案内の冊子を藤吉大介

先生（豊富な知識、底知れぬ力量をもつ）、宮地裕先生（柔

道部の顧問。地道な努力で力をつける）、深川剛先生（学

校のホームページを担当。ハードの部分の知識はプロ並

み）、金子知美先生（鋭いひらめきで、他を驚かす）、そ

して私の五人で担当。様々な智慧を出し合い、「東実」と

いう学校をどうアピールしていくか、検討したこと。そ

して、淵田和良先生（緻密さと大胆さを兼ね備える）。 

退職間近の４年間、副校長として任に就いた。私にと

って青天の霹靂ともいうべき、二度目の事件である。一

度目は、教務部長に選ばれたときである。両者とも全く

予想もできなかった。しかし、任に就いたからにはなん

としても頑張らなくてはいけないという気持ちで働いた。

奇縁であったことは、1964年５月、体育館兼講堂の落成

式に事務職員として、来賓の案内を担当し、副校長期間

にその体育館を取り壊し、新体育館の計画に携わったこ

と。不思議な因縁に駆られた。  

 2011 年３月 11 日、東日本大震災発生。帰宅できない

生徒、教職員を校舎に宿泊させ、夜食、寝具などの準備、

配布。３月 12日からの修学旅行の中止連絡など行った。

落ち着かない日々の２週間後、３月 31日、退職。私にと

って、東実での生活は 41年。人生の大半を過ごした席が

なくなったのである。  

  退職後、11年経った。私は、私の人生に必要な私であ

ることは、確信できた。しかし、東実にとって私は、必

要な人間であっただろうか。担当した卒業生にとって、

私は必要な教師であっただろうか、という思いが強い。 

 創立 100周年は見事である。様々な人間の努力の結果

である。現役職員が、総合高校としての東実をどのよう

に発展させていくのか、期待したい。 

寄稿・投稿欄
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創立 100年を迎える学園に入学したのは昭和 35年で、

当時の校長は上野熊蔵先生でした。私達を孫として見る

ようなやさしい温和な目で迎えてくださいました。 

 私は中学時代まで坊主頭であったので、何ら違和感も

なく、校風に合っていました。 

 在校時の思い出多々ありますが、一つ挙げれば３年時

の修学旅行で、松尾芭蕉の奥の細道を巡る東北反時計廻

りの旅でした。磐梯スカイライン福島・桧原湖を始めと

し、松島・平泉そして大鰐温泉・日本海に面した湯野浜

温泉と思い出深い６日間で、出発前皆で芭蕉の俳句と地

名のパンフレットを作成して行きました。今でも芭蕉の

俳句は思い出されます。 

 卒業時私達と同学年で歌手の舟木一夫さんの歌謡曲

「高校三年生」が大ヒットそんな最中歌を口ずさみなが

らの別れとなりました。 

 卒業時の校長は上野幸一先生で、厳格で規律正しい父

親タイプで、背が高く厳しさの中にも目は熊蔵先生と瓜

二つでした。 

 私は当時将来進むべき道がまだ決まっておりませんで

した。担任で恩師の大塚三郎先生（旧姓須藤）が道しる

べを示してくださいました。初級公務員として東京労働 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日下部 銑五郎 

（第 38期・機械科Ｃ組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準局に勤め夜間予備校へ行くことをアドバイスしてく 

れたのです。やっと建築方面へ進むことを決断し、翌年

工学院大学建築学科に何とか入学することが出来ました。 

1964 年当時は東京五輪で日本中が賑わい、外国人の

方々が多数駅・街中に溢れ、英会話学校花盛りでありま

した。私もクラブ活動は卒業まで英会話を話すことも出

来ずでしたが「ＥＳＳ」に所属し、教室は工学博士で建

築史学がご専門の堀越三郎教授の指導を受けることにし

ました。 

 卒論修学旅行は同教授と「桂離宮」・「修学院離宮」

等々、事前に文科省に届け出ての研修見学が主で、有意

義かつ心に残る思い出深い旅でした。 

 その後社会人としてゼネコン・住宅会社そして一級建

築士事務所自営と建築に携わってきましたが、やはり多

くの各先生のご指導とお世話に感謝あるのみの現在です。 

 数年前東実同窓会報に歴代の校長先生の写真を拝見し

てびっくり致しました。あの物静かでボソボソと指導し

て頂いた学者タイプの私の堀越三郎教授が東実の第４代

校長であったことに驚きました。 

 私はやはり東実に何か「縁」があったのだと思いまし

た。 

令和５年３月１日 東京実業高校同窓会会報 （15) 

 

 

上野熊蔵先生 
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第３代校長（昭和 14年(1939)～昭和 25年(1950)） 

第５代校長（昭和 26年(1951)～昭和 37年(1962)） 

昭和 36年(1961)11月 藍綬褒章受賞 

昭和 37年(1962)12月 逝去（78歳） 

第６代校長（昭和 37年(1962)～昭和 63年(1988)） 

昭和 58年(1983)11月 勲四等旭日小綬章受賞 

昭和 63年(1988)11月 逝去（75歳）  

上野幸一先生 
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堀越三郎先生 
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第４代校長（昭和 23年(1948)～昭和 26年(1951)） 

大正８年(1919)８月 東京帝国大学助教授に就任 

昭和７年(1932) 1月 「明治初期の洋風建築」で工学博士号を取得 

昭和 47年(1972)９月 逝去（86歳） 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

加藤 龍太郎（第 73期） 

 

創立 100周年、おめでとうございます。 

東京実業高等学校 100周年の歴史の中、ほんの一瞬、

共に歩んだ３年間は、今の私の生きることの基礎をつく

ってくれました。 

 高校生活で想い出深いことは、日々の友人との生活で

すが、それ以上に濃密な時間を過ごした、部活動の仲間

達との時間です。中学から始めたバスケットボール。高

校もそのバスケ推薦で入学し、仲間と出会い、３年間の

苦楽は、現在の交流にもつながっています。バスケット

ボールは団体競技。中学・高校で主将を務めた。おのお

の異なる環境でバスケットボールを学び、改めて、高校

でチームを組む。個々の主張を尊重しながら、チームと

して一つにまとめなければならない。 

 そのためには、個人の性格、長所、短所、力量を考慮

しながら、皆で話し合う。部活以外の時間も共に過ごし、

服のセンスや女性の好みなど、何でも話し、理解、共感

を作り上げていった。定期的に互いの家に大人数で泊ま

り、若さに任せて騒ぎ、親に怒られた事もあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
東実男子バスケット部（平成 28年撮影） 

 

そんな部活を通して確信できたことは、相手を理解す

ると同時に、自分のことも理解してもらう仲間達と共に

歩めば、何かが創造できるという、確信を得たことだっ

た。これは、チーム作りに大切な自信に変わっっていっ

た。同時に気づかされたことは、自分がチーム作りに努

力できることは、みんなの協力、支えがあったからこそ

の結果である、ということだ。このことは、現在の仕事、

生活に活かされている。 

 一戦一勝を目標に、厳しい練習による、日々の闘いが

始まった。勝ったときは歓びが沸点に繋がり、負けたと

きはくやしさで無言になった。しかし、仲間と共に歩む

ことができたのは、みんなが「今の時間、精一杯、生き

ること」を大切にした結果ではないだろうか。心の深い

ところで、互いが、人間として生まれ、人間としてどう

生きるかを模索していたのかもしれない。 

 高校生活は、そんな大切なことを、自分の心ではある

が、わからないところで、追い求めている時代なのかも

しれない。 
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 母校のあゆみ 
 

1922年 

 

 

1936年 

1939年 

1944年 

1954年 

1958年 

1959年 

1963年 

1968年 

 

1970年 

1972年 

1976年 

 

1982年 

 

1985年 

 

1987年 

1988年  

現、東京都千代田区神田西小川町に甲種５年制商業学校として、

東京実業学校を創立。 

創立者上野清（1854～1924）初代校長に就任。 

神田西小川町より現在地に移転。 

上野熊蔵第３・５代校長に就任。 

機械科設置。 

商業科男女共学 1985年まで。 
 

全国高等学校レスリング大会において史上初の連続制覇。 
 

上野幸一第６代校長に就任。体育館新築起工。 

第一回交換留学生、姉妹校のボルダーハイスクールへ出発。教員１名、 

生徒５名。 

電気科設置。 

本校レスリング部OB梅田昭彦がミュンヘン五輪大会出場入賞。 

普通科設置。 

本校レスリング部OB松永清志がカナダ五輪大会出場。 

創立60周年。 

山中湖学寮、付属体育館、鵜の木研修所完成。 

マーチングバンド部、全国大会にて金賞受賞。以降11年連続金賞に輝

く。 

創立65周年をむかえ、記念事業として新１号館（６階建）完成。 

井上稔第７代校長に就任。 

1989年 

1992年 

2001年 

 

2002年 

2003年 

2006年 

2010年 

 

2011年 

2012年 

 

2013年 

2014年 

 

2015年 

2016年 

2017年 

2020年 

2022年 

 

マーチングバンド部、全国大会にてグランプリを受賞。 

上野毅第８代校長に就任。創立70周年。 

普通科男女共学再開。普通科を普通科文理コース。商業科を普通科ビジ

ネスコースに名称変更。 

創立80周年。山中湖学寮改築工事完成。 

陸上競技部、全国高校駅伝に東京代表として出場。 

機械科・電気科男女共学開始。 

電気科ゲームＩＴコース新設 

陸上競技部、全国高校駅伝に東京代表として出場（２回目）。 

陸上競技部、全国高校駅伝に東京代表として出場（２年連続３回目）。 

陸上競技部、全国高校駅伝に東京代表として出場（３年連続４回目）。 

創立90周年。体育館改築工事完成。 

陸上競技部、全国高校駅伝に東京代表として出場（４年連続５回目）。 

普通科文理コース２年小野川稔がユースオリンピック（南京大会）

5000m競歩で金メダル受賞。 

知念義裕第９代校長に就任。新校舎完成。 

「キャリア教育優良校」として文部科学大臣表彰 受賞。 

交換留学制度50周年。 

國分達夫第10代校長に就任。制服リニューアル。 

創立100周年。探究コース・総合コース新設。 

機械システムコース・電気システムコースに名称変更。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京実業高等学校インターアクトクラブ同窓会 
 
コロナの影響で長々と延期しておりました、東京実業

高等学校インターアクトクラブ同窓会を下記のとおり開

催いたしました。 

記 

・日時：令和４年５月１日（日） 14:00～16:00 

・場所：プラザ・アペア ５F「フェリア」 

・会費：10,000円 

インターアクトクラブ同窓生の皆様、次回の開催日時

等については未定ですが、開催に関する確認は同窓会事

務局（080-1186-8945）に問い合わせいただければお知ら

せいたします。一人でも多くのクラブ同窓生にご出席い

ただきたく存じますので、万障お繰り合わせの上、ご出

席賜りますようお願いいたします。 

インターアクトクラブ 48期生 内山 保 

 
出席者一同（プラザ・アペア 2022.5.1） 

会員通信欄

令和５年３月１日 東京実業高校同窓会会報 (17) 

 

☑「第 42回定期総会」 

案内状の返信ハガキより 
〇浜住 芙美枝（第 34期） 会報ありがとうございま

した。コロナ感染者が減ったことで旅行が出来るよう

になった…とは言え、楽観出来ませんが気を引き締め

て行かなくてはと思います。皆様のご健康をお祈り申

し上げます。 

〇飯塚 守昭（第 38期・野球部） 会報ありがとうご

ざいます。コロナ感染症の収束が見通せない状況がま

だ続いております。同窓会もままならず仲間ともご無

沙汰です。高校野球都予選が有観客になればまた仲間

と行きたいと思っています。皆さんに会えるのは本当

に心の支えです。 

〇田所 豊（第 38期） 今回の総会にて相談役を退任

します。長い間お世話になりありがとうございました。

同窓会行事には、可能な限り参加したいと思っていま

す。 

〇富樫 誠（第 38期） 同窓会報いつも楽しみに読んで

います。ありがとう！！ 

〇小川 隆（第 40期・ＭＤ） 40期MDのクラスメート

連絡乞う!! 

〇本田 俊弘（第 41期） 会報楽しみに拝見させて頂

いています。早くコロナが収まり、明るく楽しい日常

が戻ってくることを願っています。それまで皆様元気

で頑張りましょう！ 

〇大坂 浩之（第 67期） 創立 100周年おめでとう

ございます。 
 

☑ 封書にて（令和４年５月 10日） 
〇小川 隆（第 40期・ＭＤ） 

事務局  41期 米倉 美鈴 様へ 

前略 いつも大変お世話になり感謝しております。 

さて、今回の定期総会に出席出来ず大変残念です。

来年崎陽軒にて開催される「令和５年度新年会」には

出席したい気持ちで居ります。 

本誌前号の会員通信欄において小生の一文を掲載し

て頂きありがとうございました。ただ、41期の方は多

く居りますが 40期の方は小生一人であります。 

現在、同期で同クラスの友人は、大川氏のみであり

何とかあと４～５名ぐらいの方と連絡出来ればと思っ

ています。「卒業した懐かしい友を探して」の欄は大

賛成です。お話が前後しますが、唯一の友人である大

川氏とはいつでも連絡が出来るので安心しています。 

小生、卒業時は横浜市鶴見区に生活しておりましが、

伊豆の山中に引っ越して丸 22年が過ぎました。今の季

節は、最も良い時期であり緑もあざやかです。やはり

昔の友人はどうしているのでしょうか？と気になる

日々です…。取り留めもなく書きましたが乱筆にて失

礼します。 

少額（１万円）ですが寄付させて頂きます。 

早々 

 

 

☑ 封書にて（令和４年６月５日） 
〇日下部 銑五郎（第 38期）） 

事務局  米倉 様へ 

前略 いつもお世話になります。写真（15ページの“三

名の校長先生と「私の歩んだ道」”に載せる顔写真）送

付させていただきますので、宜しくお願い申し上げま

す。 

 38期ということで半分自己紹介済みですが、少々紹

介させていただきますと、疎開先の父母の故郷・会津

若松市猪苗代湖畔の近くの山村で生まれた田舎者で

ございます。10年間その山村で暮らし、小５の時に横

浜市立矢向小学校へ、そして４～５年後現在の東小倉

（川崎市）に引っ越し現在に至っております。 

新鶴見操作場近くの我家は、いつも貨車の入替作業

の音で育ちました。そして小倉陸橋から米倉さんの実

家の南加瀬を眺めると、まだ田畑が沢山あった記憶が

あります。 

日吉郷土史会に３年ほど入会いたしまして、各講

師・長老先生の講義で日吉の奥深さを知りました。時

代は静かに動いているんですネ。 

 37期の米田仁昌氏の悲報には驚きました。今年の10

月 29・30日に開催される東実祭で「校章マーク入りの

ドラヤキ」を楽しみにしております。 

早々  

  



 

 

物故者(敬称略) 
下記の方々が逝去された旨、事務局に連絡

がありました。ここに謹んで哀悼の意を表し、

心からご冥福をお祈り申し上げます。 

卒 期 氏  名 没  年 

17期 

17期 

18期 

18期 

18期 

18期 

19期 

20期 

21期 

22期 

23期 

23期 

23期 

23期 

23期 

26期 

29回 

33期 

33期 

34期 

34期 

34期 

35期 

35期 

35期 

35期 

36期 

36期 

36期 

40期 

42期 

須藤 福次郎 

髙田 雄吉 

天明 延雄 

瀧沢 司郎 

清水 一雄 

関矢 一郎 

下條 秀夫 

竹内 敏雄 

高瀬 佳郎 

宮崎 秀一 

森田 昭 

須山 晃 

吉田 良夫 

山川 孝 

丸谷 良一 

川添 茂 

早川 芳三郎 

長谷川 信夫 

加山 好利 

首藤 紀夫 

雪田 弘子 

山賀 道子 

大場 義朗 

遠田 重雄 

春日 良夫 

石橋 勲 

岡田 春雄 

石原 孝 

佐藤 美津子 

小田部 富雄 

田宮 隆 

平成 24年 

令和４年３月 

平成 31年４月 

令和３年９月 

令和３年 

令和３年 

令和１年 

令和３年８月 

令和３年 11月 

令和３年 12月 

令和３年 12月 

平成 30年 

令和４年４月 

令和２年８月 

令和３年５月 

令和４年９月 

令和４年４月 

令和３年 

令和４年４月 

令和３年６月 

令和４年５月 

令和３年 

令和３年１月 

令和３年７月 

令和４年８月 

― 

平成 29年 

令和４年９月 

令和４年５月 

令和４年１月 

令和３年７月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物故者memo 
故首藤紀夫様のご家族より封書にて（2022.01.16） 

拝啓 私は亡父首藤紀夫の息子の「幸生」と申します。 

この度、折角のお誘い（令和４年新年会案内）に亡父もさぞ喜んでいる

ことと思います。 

実は亡父紀夫は去る令和３年６月８日に自宅火災により 80 歳にて他界

致しました。ここに謹んでお知らせ致しますとともに、生前故人に賜りま

した御厚誼に改めて心より厚く御礼申し上げます。このような事情で出席

は叶いませんが亡き父に代わり皆様の益々のご健勝をお祈り致します。長

い間本当に有難うございました。 敬具 

 

故吉田良夫様のご家族よりメールにて（2022.04.19） 
平素より同窓会のお知らせなどをいただき、有難うございます。 

吉田良夫（第 23期機械）は令和４年４月４日急病のため他界いたしまし

た（享年 91 歳）。高齢による身体的な不具合もありながらも、お蔭様をも

ちまして、食事や読書、数年前までは趣味の彫刻などを楽しんで、長寿を

全ういたしました。ここに、生前、故人にいただきましたご厚情に遺族一

同、心より感謝申し上げます。 

コロナ禍の難しい情勢ではありますが、同窓の皆様もご健勝に、ますま

すご活躍されますようお祈り申し上げます。まずは、略儀ながら書中にて

ご報告させていただきます。 長女 吉田 奈緒子 

 

故山川孝様のご家族よりメールにて（2022.05.02） 
父山川孝（第 23期）の長男山川孝憲と申します。 

父は、2020年８月 31日、享年 90歳にて永眠致しましたので、残念なが

ら同窓会会報のご送付を止めて頂きたく、お願い致します。 

生前、父より、「通学していた頃は戦時中で、今で言う東富士演習場に泊

まり込みで軍事教練した」こと。そして、「その時の上野熊蔵校長の軍服姿

が凛々しく格好よかった」こと。「父は東急池上線の雪が谷大塚より乗車、

久が原から同期の越前さん（父の親友にしてご健在）が乗ってきて、千鳥

町からもう 1 人（名前は失念）で３人揃って通学した」ことなどなど、思

い出話しをいくつも聞いておりました。また、この縁あってか、私の倅も

東京実業高校普通科文理コースに入学、父も大変喜んでおりました。その

後 2017年３月卒業し、推薦で拓殖大学に進学し、2021年３月卒業後、Family 

Martに就職し店長代理として社会人デビューしました。と言うことで、貴

会の益々のご発展を、卒業生の息子として、また卒業生の父として、末永

く祈念しております。 以上、略儀ながら… 
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 第 38期機械科３Ｂクラス会  

10月 30日(日)、コロナ禍の中開催された東実祭の見学を兼ねて、私たち 38期機械科卒３年Ｂ組有志 11名は 60

年ぶりに母校を訪問いたしました。しばらくぶりに校舎に入り入るので、感動しながら同窓会の部屋を訪れ、展示

されていた卒業記念アルバムを閲覧し、在校当時の気持ちに戻り楽しませていただくとともに我々後期高齢者の心

に最高の刺激を与えさせていただきました。実行委員の皆さまに感謝申し上げます。 

東実祭見学後は蒲田西口の居酒屋でクラス会（喜寿の祝い）を開催し、それぞれの健康を確認するとともに次回

も元気に会えることを誓い合い楽しく過ごすことが出来ました。今後も母校の応援しながら元気をいただきます。

当日の仲間の楽しんでいる写真（撮影者は長坂訓弘君）を送らせていただきます。よろしくお願い致します。 

令和４年 11月８日 星山 嘉昭（第 38期機械科卒）    

                 

校門前にて                               蒲田西口居酒屋にて 

  

 

参加者（校門前にて） 
左から… 
高木強一(体操部主将)・戸田孝
(バレーボール部主将)・斉藤克
雄(ブラスバンド部立ち上げメ
ンバー)・竹藤寛・大山健次・渡
辺義志・石井満・飯塚守昭(野球
部主将Ｃ組)・星山嘉昭(野球
部)・長坂訓弘(柔道部副将) 
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アルミサッシ・ガラス・鏡/工事 

佐 々 木 硝 子 店 
 

〒143-0015 東京都大田区大森西６丁目 12－20 

電話・FAX 03（3761）3343  

佐々木 基裕 

 

 

 

 

オフィスデザイン、内装工事、移転、原状回復から 
ＩＣＴ・ＯＡ機器、オフイス家具、文具事務用品まで 

菊屋浦上商事へお任せください。 

  菊屋浦上商事株式会社 
        https://kikuyacorp.co.jp/ 

〒144-0051 東京都大田区西蒲田 7-32-9 
TEL.03-3737-1551   FAX.03-3737-1558 

代表取締役社長 浦上 大三朗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都 上・下水道局指定工事店 

寺 島 工 業 所 
東京都大田区鵜の木２丁目３４番１４号 

ＴＥＬ 03（3750）４５８９  

ＦＡＸ 03（3758）４５０３  
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（22） 東京実業高校同窓会会報 令和５年３月１日 
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（24) 東京実業高校同窓会会報 令和５年３月１日 
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（26） 東京実業高校同窓会会報 令和５年３月１日 
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■■ 主な同窓会行事と参加のお願い ■■ 

同窓会では、主に次の行事をおこなっており、開催時

期は以下の通りです。 

●新年会   １月(最終土曜日) 

●定期総会  ６月(第 1土曜日) 

●懇親旅行  ９月下旬～10月中旬 

●東 実 祭  10月下旬～11月初旬（土・日曜日) 

詳細につきましては、ホームページで随時お知らせし

ておりますので、閲覧いただくか事務局にお問い合わせ

ください。なお、参加申込みは、電話、メールいずれで

も構いません。会員（東京実業高等学校の同窓生・元教

職員）の方であればどなたでも参加出来ますので、先輩・

同期・後輩の方にご連絡いただき、お誘い合わせのうえ

是非ご参加ください。（事業部） 

 

■■ 広告掲載のお願い ■■ 

〇同窓会報 

本会報紙に広告掲載を希望される広告主様を募集して

おります。掲載料金は次の通りです。 

広告サイズ およそ寸法 色 価格(税込) 

１ 85×45mm カラー 5,000円 

２ Ａ５サイズ カラー 7,000円 

３ Ａ４サイズ カラー 10,000円 

各号の締切日は、12月中旬となっておりますので、お

申し込みは、事務局に電話（080-1186-8945）またはメー

ルにてお願いいたします。 

〇同窓会ホームページ 

ホームページにバナー広告の掲載を希望される広告主

様を募集しております。掲載料金は１年間 20,000円(税

込み)です。詳細につきましては、ホームページの「広告

バナー掲載について」の募集要項をご覧ください。随時

受け付けておりますので、ホームページの「お問い合わ

せメール」または事務局に直接電話でお申し込みくださ

い。（広報部） 

 

■■ 同窓会名の電話に“ご注意„ ■■ 

近年、同窓会関係者を騙った名簿業者から、名簿発行

に伴う情報提供の依頼や購入案内が会員に届くなど、名

簿を悪用した詐欺も多くなっておりますので、“ご注意„

してください。同窓会では、電話による寄付の要請や個

人情報に関する問い合わせは一切行っていません。 

ご家族の方にも周知されて直ぐに対応しないようにし

てください。また、同窓会名でこのような電話がありま

したら、必ず事務局または学校にご連絡し、ご確認くだ

さい。（事務局） 

 

■■ 後輩（新入生）を募集しています ■■ 

 母校では、後輩（新入生）を募集しています。 

お子様やお孫さん、親戚・友人・知人のご息女・ご子

息など、ご紹介いただきますようお願いいたします。 

（事務局） 

 

■■ 個人情報の取扱い ■■ 

 会員の皆様の個人情報の利用は、以下のときのみに使

用しております。 

●同窓会名簿の整備 

●同窓会報の送付 

●各種行事の開催案内送付 

●総会・役員会議等の開催案内送付 

同窓会は事務局も含め、全て卒業生のみで運営されて

おり、保有している会員の情報は、本人の同意を得ずに

第三者への提供や開示などはいたしません。（事務局） 

 

 

本誌「東実同窓会報 No34」100周年記念号の発行に際

し、寄稿くださいました方々並びに学校教職員の皆様、

また広告掲載にご理解ご協力をいただきました卒業生並

びに協賛企業の方々の多大なるご協力により発行するこ

とができました、厚く御礼申し上げます。 

令和４年は行動規制が解除されていった１年であった

とはいえ、コロナウィルス感染者が減少するわけでなく

催しはまだ縮小傾向にあった年でした。 

当会としても母校 100周年の節目に人事異動もあり、

また本校次の 100年に向かうと同様に新しい風が吹こう

としています。母校の繁栄を祈念しまた実りある同窓会

に育てていく、そんな節目の年であると思います。 

今後も本誌を通じて母校の現況や卒業生同士の交流へ

の活用など、より一層活発にしてご要望にお応えしたい

と思います。今後とも引き続きご指導とご支援をどうか

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

広報部責任者（副会長） 第 70期 深谷 和弘 
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